


上　カバー
下　表紙

信はまったくなかった。ついでに言うと「ガチ中華」に興味もなかっ
た。そんなわたしの及び腰はすぐにバレて、日下さんからの電話が鳴
り、絵の案をたくさんもらい（感謝しております）やっと筆（マーカ
ーですが）が乗り出した。ゲラを読み進めるうちに料理の背景やエピ
ソード、近藤大介さんの食欲をそそる語り口に魅せられ、いそいそと
日比谷の「添好運」（本で紹介されているのは後楽園のラクーア店）へ行き、
飲茶をたらふく食べた。そんな息抜きをしつつ扉絵を描き上げた翌日、
予定外のカバーの絵の依頼も頂く。今度は「食彩雲南」へ蒸し蒸し鍋
を食べに行き、もうもうの湯気を体験。楽しい！　おいしい！　この
湯気を描くぞ！（カバー袖にちゃっかり自分も入れました）そして5
月、完成した本を携えてBGXのみなさんと新大久保の「兆奎餃子」へ。
皮もっちりの餃子に舌つづみを打ったのでありました。好吃！

ち合わせは2月、講談社の青木肇さんと赤波江さんとzoomで和
やかに済んだ。しかし、その時点で「ガチ」な扉絵を描ける自打

霜田あゆ美　イラストレーター

付
録

M
Y KID

’S D
IARY

ト
キ
ド
キ
漫
画

魚
の
環
世
界

12

N

’S CO
LU
M
N

11

は
れ
の
ち
句
も
り
　
10

続
・
ぼ
く
の
映
画
館
は
家
か
ら
5
分
　
9

昭
和
残
照

8

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン

7

進
撃
の
「
ガ
チ
中
華
」　
1

思
い
出
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

6

日
日
読
書

6

3



4

各地方の歴史から民族気質までも丹念に書き込んでいるため、料理の写真をドン
と使った、「グルメ本あるある」的な表紙にはしたくなかったんです。そこで赤
波江春奈さんと相談し、本文内のイラストを描いてくださった霜田あゆ美さんに
表紙の挿画も依頼、雲南省名物の蒸し料理に舌鼓をうつ著者を描いてもらいまし
た。表紙で恍惚の表情を浮かべる著者の顔がリアルすぎて、ラフを見た瞬間爆笑
してしまいました。ネットにUPされた著者の写真と見比べてみると、霜田さん
のイラストの凄さがよくわかります。

国の変わった民族料理が食べられる、「ガチ中華」（ガチンコ中華）の店を
紹介する「快食エッセイ」というコンセプトの本です。料理だけでなく、中

青木肇　講談社 学芸第二出版部

田さんに絵だけではなく文字も書いてもらいました。文字が入ることで、ユーモアと親
しみやすさが出たと思います。タイトルの囲みの色は、ラフの段階では3パターンを作
成。オレンジ、黄緑、水色。担当の青木さんが、水色を気に入ってくれて、即決。帯は
黄色と赤の組み合わせにして、陽気でエネルギッシュな雰囲気に。書店で、とても目立
っていました。そして発売後、念願の「兆奎餃子」へ。おなかいっぱい水餃子をたのし
みました。次は、ラーメンの元祖「蘭州牛肉麺」のお店に行きたいです。（赤波江）

文を組んでいる間も、カバーのデザインをしている間も、とにかく「お腹がすく
本」でした。本文には、店内や料理の写真もたくさん載っています。章扉は、霜本

左　カバーと帯の表1
右　別丁扉
下　本文

  1　アリヤ清真美食〈池袋〉
  2　逸品火鍋〈池袋〉 閉店
  3　兆奎餃子〈大久保〉
  4　新天地〈池袋〉
  5　湘遇 TOKYO〈高田馬場〉
  6　海底撈池袋店〈池袋〉
  7　薩斐蘭州牛肉麺〈池袋〉
  8　四季海岸〈池袋〉
  9　福琳〈麻布十番〉
10　山西亭〈大久保〉
11　延吉香〈大久保〉
12　食彩雲南〈池袋〉
13　疆莱〈池袋〉
14　張小記〈大久保〉
15　添好運〈後楽園〉
番外編　庫迪咖啡〈池袋〉

各章扉

『
進
撃
の
「
ガ
チ
中
華
」』に
登
場
す
る
お
店



けインパクトが大きかったのが本作。
主人公亜

あ

久
く

間
ま

一
かず

人
ひと

の生い立ちから中学、高校、大学生活を描く青春小説。
その青二才ぶりは悪趣味の域に達するほど過剰。思春期ならではの自意識
過剰をここまで正確に描き出せるものかと驚いた。作者お得意の逆説を駆
使し、あらゆる予定調和を嫌いぬく主人公のねじれた自我、果てしない一
人相撲をこれでもかと描いている。
普段本など読まぬ弟まで本作にはまり「これは俺のことだ」と言うので

「どこがやねん」と半畳を入れたら「お前こそこの主人公をわかってな
い」と返され、喧嘩になったおぼえがある。趣味も性格もボクとは正反対
の弟にまでそう思わせてしまう作者の筆の冴え。太宰治などもそうだが、
多くの若者に「この主人公がわかるのは自分だけだ」と思わせる力がある。
三島由紀夫の『仮面の告白』が下敷きになってるけど、それを軽やかに、
しかし毒気たっぷりにパロディ化してみせた本作は、長らくボクの座右の
書だった。

代から二十代の頃、島田雅彦の小説にはまっていた。『彼岸先生』
『忘れられた帝国』など印象深い作品がいくつもあるけど、とりわ十

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

日日読書
大西良貴
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おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

こ
の
柱
と
下
の
ノ
ン
ブ
ル
は
同
じ
大
き
さ
で
赤
色

で
刷
っ
て
あ
る
。
本
文
は
こ
の
二
つ
に
は
さ
ま
れ

て
い
る
。
柱
も
ノ
ン
ブ
ル
も
本
文
と
の
ア
キ
が
2

行
と
行
間
分
で
約
9
ミ
リ
あ
い
て
い
る
。
目
立
つ

デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
意
外
に
わ
ず
ら
わ
し
く
な
い
。

楽
譜
の
リ
ス
ト
の
前
の
数
字
の
ピ
リ
オ
ド
が
数

字
に
よ
っ
て
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
そ
ろ
っ
て
い
る

の
と
、
数
字
の
中
央
あ
た
り
の
も
の
が
あ
る
。
数

字
が
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
で
、
3
、
4
、
5
、
7
、

9
は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
よ
り
下
に
伸
び
る
。
オ
ー
ル

ド
ス
タ
イ
ル
は
手
書
き
の
名
残
。
ピ
リ
オ
ド
は
ベ

ー
ス
ラ
イ
ン
か
ら
う
ご
か
せ
な
い
の
で
こ
う
な
る
。

ノ
ン
ブ
ル
の
二
桁
数
字
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
出
典

のE
dition O

xford U
niversity Press

、
フ
ル
ス

ペ
ル
と
省
略
のE

dition O
.U

.P.

の
二
種
が
混
在

し
て
い
る
。
こ
れ
で
行
の
調
節
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

曲
の
リ
ス
ト
と
目
次
、
ノ
ン
ブ
ル
と
タ
イ
ト
ル

を
結
ぶ
ピ
リ
オ
ド
の
置
き
方
が
活
字
な
ら
で
は
の

形
で
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
揃
え
て
間
隔
が
あ
い
て

い
て
よ
い
と
思
う
。
本
文
書
体
は
ガ
ラ
モ
ン
ド
。

〈
音
楽
史
に
お
け
る
シ
ョ
パ
ン
は
文
学
史
に
お
け

る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
位
置
を
占
め
、
同
じ

役
回
り
を
演
じ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ

る
。（
略
）
シ
ョ
パ
ン
に
は
超
絶
技
巧
の
演
奏
家

た
ち
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
て
、
若
い
娘
た
ち

ー
マ
ン
は
詩
人
で
シ
ョ
パ
ン
は
芸
術

家
で
あ
る
。〉
と
、
ジ
ッ
ド
は
言
う
。

︿
シ
ュ

島田雅彦
『僕は模造人間』

 新潮文庫／平成元年

の
抱
く
幻
想
が
あ
る
。
感
傷
に
浸
り
す
ぎ
る
シ
ョ

パ
ン
と
い
う
幻
想
だ
。（
略
）
確
か
に
憂
愁
の
シ

ョ
パ
ン
は
存
在
し
、
彼
は
悲
嘆
に
暮
れ
る
む
せ
び

泣
き
を
ピ
ア
ノ
か
ら
絞
り
出
す
。（
略
）
私
が
愛

し
み
、
称
賛
す
る
の
は
、
彼
が
こ
の
悲
し
み
を
の

り
越
え
て
喜
び
ま
で
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
歓
喜
が
シ
ョ
パ
ン
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
（
ニ
ー
チ
ェ
は
既
に
そ
れ
を
強
く
感
じ
て
い

た
が
）。
そ
の
喜
び
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
些

か
大
雑
把
で
野
蛮
な
陽
気
さ
と
は
全
く
異
な
る
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
通
じ
る
至
福
で
あ
る
が
、
そ
れ

よ
り
遥
か
に
人
間
的
で
自
然
に
寄
り
添
い
、
あ
た

か
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
田
園
』
の
小
川
の
ほ

と
り
の
場
面
に
あ
り
そ
う
な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
微

笑
の
よ
う
に
風
景
と
同
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。〉
と
シ
ョ
パ
ン
を
褒
め
称
え
る
。

頁
デ
ザ
イ
ン
の
大
き
な
特
徴
。
本
文
と
同
じ

大
き
さ
で
イ
タ
リ
ッ
ク
の
書
名 N

O
T

E
S SU

R
 

C
H

O
PIN

の
柱
が
上
に
あ
る
。
基
本
は
両
頁
に

あ
り
（
言
及
さ
れ
る
曲
の
譜
面
が
載
る
頁
は
右
に
そ
の
曲

名
）、
字
間
を
あ
け
て
本
文
と
左
右
を
揃
え
て
い
る
。

日
下
潤
一
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N
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左
＝
本
文
　
右
＝
楽
譜
リ
ス
ト
と
目
次

島田雅彦

もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン情報誌
「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサート「春一番」
ポスター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、絵
本『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

カ
ドヴォーカルとして「ピープル・ゲット・レディ」、ソ
ロになった70年代からは映画「スーパーフライ」のサ
ウンドトラックなどたくさんのヒット曲を出し続けてい
た。しかし90年にコンサート中の照明機材の落下事故
で半身不随になってしまう。その後友人たちの助けで
96年に『ニュー・ワールド・オーダー』というアルバ
ムを発表しました。僕が南青山のギャラリーで個展をし
たときに友人がこのアルバムをくれたので、毎日画廊で
流していたら画廊の女性オーナーが、このCD素敵ねぇ、
と言ってきたので、かっこええでしょ、カーティス・メ
イフィールドいう人ですねん、と教えてあげた。次の日
彼女は、CDを買ったわよ、と言いました。

ーティス・メイフィールドは60年代にはR&Bコ
ーラスグループのジ・インプレッションズのリー

森英二郎
思い出のクリフォード

カーティス•メイフィールド
Curtis Mayfield
1942-1999
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想
を
言
お
う
と
し
た
ら
自
然
に
涙
が
溢
れ
て
き
た
…
…
こ

れ
は
三
宅
唱
監
督
の
最
新
作
『
夜
明
け
の
す
べ
て
』
を
見

感終わっ
た
時
の
ぼ
く
の
状
態
で
あ
る
。

見
て
い
る
間
、
心
の
芯
が
揺
す
ぶ
ら
れ
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
映

画
を
作
る
神
経
が
と
て
も
緻
密
だ
と
思
っ
た
。
三
宅
唱
が
ど
ん
な

映
画
を
撮
っ
て
き
た
か
を
一
挙
に
見
ら
れ
る
特
集
を
下
高
井
戸
シ

ネ
マ
で
や
っ
て
い
た
。
初
長
編
作
『
や
く
た
た
ず
』、
こ
れ
が
26
歳

の
作
品
か
と
驚
い
た
。
構
成
力
に
並
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
映
像

は
ぼ
く
の
眼
を
動
き
を
追
う
動
物
に
し
て
く
れ
る
。

さ
て
『
ワ
イ
ル
ド
ツ
ア
ー
』
は
6
年
前
の
作
品
に
な
る
。
山
口

市
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
植
物
の
D
N
A

を
解
析
し
植
物
図
鑑
を
作
る
試
み
）
の
様
子
か
ら
始
ま
る
の
で
、

て
っ
き
り
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
と
思
っ
た
。
出
演
は
映
画
に
興

味
の
あ
る
地
元
の
中
高
生
た
ち
。
演
技
は
当
然
ヘ
タ
ッ
ピ
。
素
の

ま
ま
戯
れ
る
声
や
姿
も
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

実
に
楽
し
い
。
演
技
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
名
優
の
自
然
な
演
技
も

本
当
の
自
然
と
は
違
う
。『
ワ
イ
ル
ド
ツ
ア
ー
』
は
野
山
を
巡
る

だ
け
で
な
く
、
映
画
に
お
け
る
人
間
の
自
然
さ
も
探
検
し
て
い
る

よ
う
だ
。
感
動
さ
せ
る
技
術
力
で
言
う
な
ら
、
彼
ら
の
演
技
は
ウ

マ
い
と
言
え
る
。

年
上
の
大
学
生
梅
ち
ゃ
ん
に
片
思
い
す
る
中
三
男
子
2
人
の
恋

は
甘
酸
っ
ぱ
さ
を
、
冬
枯
れ
の
景
色
が
キ
ュ
ッ
と
し
め
て
く
れ
る
。

風
景
が
抜
群
に
い
い
の
は
き
っ
と
コ
イ
ツ
ら
の
せ
い
だ
ろ
う
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回
講談社出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『となり
の一休さん』などがある。テレビアニメに「オトナの一休さん」。最新
刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
下
の
日

本
は
繁
栄
し
た
が
、
家
庭
用
電
話
や
ド
ア
ノ
ブ
の

「
カ
バ
ー
」
の
流
行
が
象
徴
す
る
よ
う
に
上
げ
底
だ

っ
た
。
七
四
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七

〇
・
七
歳
、
女
性
七
六
・
〇
二
歳
で
、「
欧
米
を
抜
い

た
」
と
喧
伝
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
五
十
年
で
十
歳

延
び
た
。
言
い
換
え
る
と
、
五
十
年
前
な
ら
私
を
含

む
多
く
の
日
本
人
の
寿
命
は
す
で
に
尽
き
て
い
る
。 

七
五
年
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
初
め
て
時
代
遅
れ
の

モ
ラ
ル
に
生
き
る
特
攻
隊
あ
が
り
の
中
年
男
を
主
人

公
（
鶴
田
浩
二
）
に
し
た
『
男
た
ち
の
旅
路
』
で
、
そ

の
「
新
鮮
な
古
さ
」
を
印
象
づ
け
た
山
田
太
一
は
、

七
七
年
、『
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
』
を
書
い
た
。 

「
二
十
四
時
間
働
く
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
杉
浦
直
樹
）

が
よ
う
や
く
世
田
谷
の
は
ず
れ
、
多
摩
川
堤
防
の
真

下
に
買
っ
た
家
で
暮
ら
す
家
族
の
日
々
を
え
が
き
、

四
十
代
な
の
に
清
楚
で
美
し
い
そ
の
家
の
主
婦
（
八

千
草
薫
）
が
見
知
ら
ぬ
男
と
浮
気
を
す
る
と
い
う
衝

撃
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
ん
だ
そ
の
ド
ラ
マ
の
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
は
、
多
摩
川
の
住
宅
流
失
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
「
一
家
団
欒
の
茶
の
間
に
笑
い
と
平
和
」
を
も

た
ら
す
の
が
テ
レ
ビ
の
使
命
と
心
得
た
時
代
そ
の
も

の
へ
の
批
評
と
い
え
た
。 

そ
う
し
て
八
〇
年
代
に
移
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、

早
死
に
し
た
世
相
批
評
家
・
ナ
ン
シ
ー
関
が
喝
破
し

た
よ
う
に
、「
イ
ブ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
の
便
所
の
ス

リ
ッ
パ
」
や
「
松
坂
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
、

た
だ
し
制
限
時
間
九
〇
分
」
が
象
徴
す
る
よ
う
な

「
派
手
で
貧
乏
く
さ
い
」
時
代
で
あ
っ
た
。 

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図鑑』シリーズ（岩波書店）。

そ
の
年
八
月
三
十
日
の
お
昼
、
十
二
時
四
十
五
分

だ
っ
た
。
大
手
町
・
三
菱
重
工
本
社
ビ
ル
玄
関
前
で

爆
弾
が
爆
発
し
た
。
遠
く
は
な
か
っ
た
が
爆
発
音
に

は
気
づ
か
な
か
っ
た
。 

現
場
は
凄
惨
だ
っ
た
。
煙
の
た
ち
こ
め
た
真
昼
の

都
心
の
道
路
、
そ
の
両
側
の
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
爆

発
の
衝
撃
で
割
れ
、
地
上
に
降
り
注
い
だ
。
死
者
八

名
、
負
傷
者
三
百
七
十
六
名
と
い
う
巨
大
テ
ロ
で
あ

っ
た
。
爆
発
物
の
威
力
の
過
大
さ
と
ガ
ラ
ス
の
雨
は

テ
ロ
リ
ス
ト
の
想
定
外
で
、
組
織
内
部
は
激
し
く
動

揺
し
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
い
ま
さ
ら
引
っ
込
み
は

つ
か
な
い
。「
東
ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
・
狼
」
と

署
名
し
た
犯
行
声
明
に
は
、
東
ア
ジ
ア
を
「
搾
取
」

す
る
大
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
大
手
町
に
い
た
人
々

を
含
め
日
本
人
全
体
が
有
罪
な
の
だ
と
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
説
得
力
を
持
た
な
い
理
屈
で
あ
っ
た
。 

三
菱
重
工
重
工
爆
破
事
件
二
日
後
の
九
月
一
日
で

あ
る
。
台
風
十
六
号
が
多
摩
川
上
流
に
豪
雨
を
も
た

ら
し
た
。
東
京
市
街
地
の
雨
は
た
い
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
小
河
内
ダ
ム
で
は
通
常
の
三
十
五
倍
と

い
う
緊
急
放
水
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
多
摩
川
の
水
位

は
急
上
昇
、
濁
流
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
小
田
急

線
和
泉
多
摩
川
駅
近
く
の
堤
防
が
決
壊
、
九
月
三
日

午
後
ま
で
に
十
八
戸
の
新
築
住
宅
が
流
失
し
た
。
家

が
そ
の
ま
ま
船
の
よ
う
に
流
さ
れ
る
瞬
間
は
テ
レ
ビ

中
継
さ
れ
た
。 

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
十
月
、
第
四
次
中

東
戦
争
で
原
油
の
価
格
が
急
騰
し
、
日

本
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
イ
ン
フ
レ
に
襲
わ
れ
た
。

製
紙
業
へ
の
打
撃
は
こ
と
に
大
き
く
、
払
底
し
た
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
ス
ー
パ
ー
で
取
り
合
い
と
な

り
、
週
刊
誌
は
減
ペ
ー
ジ
さ
れ
た
。 

当
時
、
電
話
恐
怖
症
の
く
せ
に
週
刊
誌
記
者
見
習

い
を
し
て
い
た
私
は
自
然
に
失
業
し
た
。
錦
糸
町
の

キ
ャ
バ
レ
ー
で
ボ
ー
イ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
が
、

こ
れ
も
疲
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
新
聞
広
告
で

見
た
小
さ
な
出
版
社
に
応
募
し
て
七
四
年
四
月
か
ら

勤
め
始
め
た
。
会
社
は
銀
座
に
あ
っ
た
。 

イラストレーション………南伸坊

自
己
証
明
手
段
の
な
い
人
生
1

関
川
夏
央

昭
和
残
照
二
十
三
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康
夫
『
つ
か
こ
う
へ
い
正
伝

II
』（
大
和
書
房
）
の
刊
行
記
念

長
谷
川

イ
ベ
ン
ト
が
劇
団
つ
か
こ
う
へ
い
事
務
所
の
〈
聖

地
〉
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
で
、
劇
団
の
役
者
た
ち
を
集

め
て
行
わ
れ
た
。
題
し
て
〈
一
夜
限
り
の
大
同
窓

会
〉。
一
部
は
『
い
つ
も
心
に
太
陽
を
』
の
紀
伊
國

屋
ホ
ー
ル
公
演
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像
の
上
映
、
二

部
は
役
者
た
ち
の
座
談
会
。
風
間
杜
夫
、
平
田
満
、

井
上
加
奈
子
、
根
岸
季
衣(

と
し
江)

、
石
丸
謙
二
郎
、

酒
井
敏
也
、
岡
本
麗
。
司
会
進
行
は
長
谷
川
が
務
め

た
。

「
劇
作
家
が
書
け
る
の
は
四
割
く
ら
い
。
あ
と
の
六

割
は
役
者
に
書
か
せ
て
も
ら
う
ん
で
す
」

つ
か
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
そ
う
答
え
て
い
る
。
そ

の
役
者
た
ち
の
つ
か
と
の
出
会
い
、
つ
か
芝
居
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
次
々
披
露
さ
れ
た
。
中
で
も
酒
井
の
劇

団
加
入
話
は
抱
腹
絶
倒
だ
っ
た
。

『
い
つ
も
心
に
〜
』
上
演
時
、
風
間
や
石
丸
目
当
て

の
、
フ
ァ
ン
の
出
待
ち
・
入
り
待
ち
が
あ
っ
た
と
言

う
。
八
〇
年
春
の
新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
時
に
も

全
国
か
ら
三
千
人
の
応
募
が
あ
っ
た
と
言
う
か
ら
、

そ
の
人
気
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
受
付
解
禁
日
、
一
番
に
届
い
た

応
募
郵
便
は
酒
井
の
も
の
だ
っ
た
。
試
し
に
酒
井
の

自
己
紹
介
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
聞
い
て
み
た
ら
つ
か

が
大
爆
笑
、「
こ
い
つ
を
呼
べ
！
」
と
鶴
の
一
声
で

酒
井
は
田
舎
の
岐
阜
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
即
劇
団
員

に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
合
格
者
は
二
名
。
酒
井
と
、

後
に
つ
か
と
結
婚
す
る
生
駒
直
子
。
生
駒
の
合
格
秘

話
も
面
白
い
。

生
駒
は
酒
井
と
反
対
に
受
付
最
終
日
に
つ
か
事
務

所
に
履
歴
書
を
持
参
、
ド
ア
外
で
渡
し
た
。
受
け
取

っ
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
「
す
ご
く
か
わ
い
い
子
で
し

た
！
」
と
言
う
と
、
つ
か
が
「
呼
ん
で
来
い
」
と
な

り
、
戻
っ
て
来
た
生
駒
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
女
子
高

生
だ
っ
た
。
そ
の
後
酒
井
同
様
、
つ
か
の
芝
居
に
抜

擢
さ
れ
た
。
結
局
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
最
初
と
最
後

の
二
人
だ
け
、
合
格
に
な
っ
た
。『
II
』
の
巻
末
の

対
談
で
長
谷
川
か
ら
両
親
の
出
会
い
を
聞
か
さ
れ
、

初
め
て
知
っ
た
つ
か
の
一
人
娘
、
愛
原
実
花
は
驚
い

て
い
る
。

『
い
つ
も
心
に
〜
』『
蒲
田
行
進
曲
』
の
風
間
・
平

田
コ
ン
ビ
は
つ
か
事
務
所
の
二
枚
看
板
だ
が
、
僕
は

『
熱
海
〜
』
の
主
人
公
、〈
く
わ
え
煙
草
伝
兵
衛
〉
こ

と
木
村
伝
兵
衛
役
は
初
演
の
三
浦
洋
一
し
か
知
ら
な

い
し
、
以
降
つ
か
芝
居
と
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、
座

談
会
の
中
心
に
風
間
が
い
る
の
は
ピ
ン
と
来
な
か
っ

た
。深

作
欣
二
『
蒲
田
行
進
曲
』（
82
）
を
最
近
観
直

し
た
。
井
筒
（
和
幸
）
さ
ん
と
違
い
、
つ
か
と
深
作

の
関
係
は
良
好
だ
っ
た
よ
う
で
、
深
作
は
何
度
も
手

紙
で
つ
か
に
問
い
合
わ
せ
、
つ
か
も
丁
寧
に
答
え
て

い
た
と
言
う
。
映
像
作
品
と
つ
か
の
相
性
の
悪
さ
を

長
谷
川
は
、
文
中
で
何
度
も
言
及
し
て
い
る
。
深
作

の
『
蒲
田
〜
』
は
数
少
な
い
成
功
例
な
の
だ
ろ
う
。

封
切
り
時
に
観
た
時
も
さ
ほ
ど
惹
か
れ
な
か
っ
た

が
、
再
見
し
て
も
同
じ
だ
っ
た
。
や
は
り
風
間
・
平

田
の
映
画
の
主
役
は
、
荷
が
重
い
。

座
談
会
の
合
間
に
、
稽
古
風
景
や
欠
席
の
加
藤
健

一
（『
熱
海
〜
』
の
初
代
大
山
金
太
郎
）
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

映
さ
れ
た
。
中
で
も
つ
か
事
務
所
の
出
発
点
に
な
っ

た
V
A
N
99
ホ
ー
ル
（
入
場
料
99
円
！
）
の
『
ス
ト
リ

ッ
パ
ー
物
語
』
の
初
演
の
、
貴
重
な
映
像
（
画
質
は

怖
ろ
し
く
悪
い
）
が
流
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

最
後
の
映
像
は
『
ソ
ウ
ル
版
・
熱
海
殺
人
事
件
』

の
稽
古
で
、
つ
か
が
舞
台
上
で
韓
国
人
の
役
者
相
手

に
よ
く
透
る
声
で
演
出
す
る
姿
は
、
水
を
得
た
魚
の

よ
う
で
生
き
生
き
輝
い
て
い
た
。
カ
リ
ス
マ
性
の
あ

る
そ
の
存
在
は
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
た
の
が
実

感
出
来
た
。

「
殴
ら
れ
る
ヤ
ツ
の
痛
さ
で
な
く
、
俺
は
殴
る
ヤ
ツ

の
痛
み
を
描
き
た
い
ん
だ
」

長
谷
川
が
最
後
に
、
つ
か
の
印
象
的
な
そ
の
言
葉

で
締
め
く
く
っ
た
。

つ
か
こ
う
へ
い
、
死
し
て
十
四
年
。

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

つ
か
こ
う
へ
い
春
秋〈
下
〉

西
岡
琢
也

32

ば
か
り
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
連
載
が
こ
こ
ま
で
回

を
重
ね
ら
れ
た
こ
と
は
意
外
だ
。
と
は
い
え
さ
す
が

に
、
こ
の
あ
た
り
が
限
界
。
以
後
は
作
者
の
有
名
無

名
に
か
か
わ
ら
ず
、『
俳
諧
新
潮
』
か
ら
秀
吟
を
紹

介
し
、
き
り
の
い
い
二
十
四
回
に
達
し
た
と
こ
ろ
で

続
・
は
れ
の
ち
句
も
り
に
移
行
し
よ
う
と
思
う
。

ま
で
系
譜
が
続
く
日
本
派
な
ら
と
も
か

く
、
紫
吟
社
や
秋
声
会
の
系
列
の
俳
人

現
在

な
ら
、
必
ず
し
も
誇
張
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
取
っ
て
も
よ
い
け
れ
ど
、
や
は
り
こ
れ
は
子
供

が
遊
び
で
揚
げ
る
凧
で
、
む
し
ろ
数
が
多
い
と
こ
ろ

が
眼
目
な
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
声
調
が

強
く
張
り
、
勇
壮
な
魅
力
に
富
む
。

愚
仏
の
『
俳
諧
新
潮
』
へ
の
入
集
は
四
十
七
句
で
、

紅
葉
・
麦
人
・
霞
山
・
活
東
・
小
波
に
次
ぐ
第
六
位
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
出
た
『
明
治
百
人
十

句
』
と
い
う
新
派
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
も
顔
を
見
せ

て
お
り
、
存
在
感
が
う
か
が
え
る
。
同
書
に
あ
る

〈
春
の
月
秣
ふ
軍
馬
照
し
け
り
〉
や
〈
鶏
や
嘴
に
怪

し
む
初
氷
〉
も
、
か
っ
ち
り
と
印
象
鮮
明
な
仕
上
が

り
だ
。
な
お
、「
秣
ふ
」
は
マ
グ
サ
カ
ウ
で
は
な
く

ク
サ
カ
ウ
、「
嘴
」
は
ク
チ
バ
シ
で
は
な
く
ハ
シ
と

読
み
た
い
。

守
武
に
善
う
似
た
禰
宜
や
神
の
春
　
飯
人

遣
羽
子
の
白
粉
散
る
や
肩
先
に
　
百
合
女

陽
炎
の
足
に
か
ら
ま
る
疲
か
な
　
黙
籟

暮
遅
し
昨
日
に
似
た
る
鐘
が
鳴
る
　
あ
ら
た

右
の
四
人
は
い
ず
れ
も
苗
字
・
伝
未
詳
。
一
句
目

は
、
俳
諧
の
鼻
祖
と
さ
れ
る
荒
木
田
守
武
の
〈
元
日

や
神
代
の
こ
と
も
思
は
る
る
〉
を
踏
ま
え
る
。
守
武

が
伊
勢
神
宮
の
神
官
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
「
善
う

似
た
禰
宜
や
」
で
は
あ
る
が
、
君
、
守
武
を
見
知
っ

て
る
の
か
ね
と
突
っ
込
み
が
入
り
そ
う
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
ん
な
ア
バ
ウ
ト
さ
こ
そ
が
、
正
月
気
分
を
大

ら
か
に
掻
き
立
て
る
の
だ
が
。

若
い
女
た
ち
の
羽
突
き
の
様
子
を
描
く
二
句
目
は
、

着
眼
の
濃
や
か
さ
が
光
る
。
案
外
、
あ
り
そ
う
で
無

い
句
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
句
目
は
、
身
体
感
覚
の
掘
り
下
げ
に
惹
か
れ
る
。

あ
た
り
の
明
る
さ
に
か
え
っ
て
距
離
感
が
失
わ
れ
、

道
の
り
が
果
て
し
な
く
感
じ
ら
れ
て
く
る
、
そ
ん
な

機
微
を
思
う
。
つ
い
先
日
、
田
舎
の
小
駅
で
タ
ク
シ

ー
を
呼
べ
ず
、
結
構
な
距
離
を
徒
歩
で
往
復
す
る
羽

目
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
個
人
的
に
も
身
に
つ
ま

さ
れ
る
。

四
句
目
の
「
昨
日
に
似
た
る
」
は
、
子
規
で
あ
れ

ば
月
並
調
と
し
て
退
け
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
月
並

調
の
嫌
味
を
言
う
よ
り
は
、
そ
こ
に
あ
る
一
種
の
リ

ア
リ
テ
ィ
を
評
価
し
た
い
。
春
の
倦
怠
の
う
ち
に
、

日
付
の
感
覚
を
疑
わ
せ
る
程
の
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
が
巧
み

に
表
現
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
蕪
村
を
よ
く
咀

嚼
し
た
一
句
に
違
い
な
い
。

草
の

家
を

曳
く

べ

き

凧
の

う

な

り

哉
　
滝
川
愚
仏

イラストレーション………日下潤一たかやま・れおな　1968年、茨城県生まれ。俳人。「豈」「翻車魚」
同人、朝日俳壇選者。文中の田舎の小駅とはJR大和路線の法隆寺駅。
目的地は廣瀬大社。北の法隆寺方面には盛んとバスが出てましたが、
南方向は自分の脚だけが頼り。

ま
ず
は
新
年
及
び
春
の

句
よ
り
。
愚
仏
は
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
生
ま
れ
の

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

没
。
秋
声
会
主
宰
の
角
田

竹
冷
と
同
様
に
法
曹
界
の

人
で
、
検
事
畑
を
歩
ん
だ
。

写
真
を
見
る
と
立
派
な
カ

イ
ゼ
ル
髭
を
蓄
え
て
お
り
、

俳
句
の
方
も
鼻
息
が
荒
い
。

掲
句
も
、
凧
が
強
風
に
び

り
び
り
と
う
な
り
を
上
げ

て
、
小
さ
な
家
な
ら
引
き

ず
っ
て
行
き
そ
う
な
勢
い

だ
と
い
う
の
だ
か
ら
誇
張

も
甚
だ
し
い
。
い
や
、
大

人
が
大
勢
で
揚
げ
る
大
凧

高
山
れ
お
な

二
十
一

は
れ
の
ち
句
も
り

10
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目黒・不動前のフラヌール書店に30号を届け
る。平台に石垣りんの『詩の中の風景』とエッ
セイ集『朝のあかり』。『詩の中』は毎日新聞で
荒川洋治さんが絶賛。エッセイ集は雑誌や新聞
に発表されたもの。石垣は高等小学校の後、
昭和9年、15歳で父親の進学の奨めを断り、職
業紹介所により銀行の事務員になり、55歳で
定年退職。その5年前に1DKのマンションを購
入。以降は詩を書いていない。2004年80歳で
没。生前の詩集は4冊。詩はすばらしい。エッ
セイには発見が多く、言葉のひとつひとつに読
む喜びがある。（日下）

魚住寧子

している。自分の内側に目を向
けすぎる「過剰自己観察」をや
め、まなざしを外へ、他者へ向
けよと説いている。（赤波江）

今
月
の
あ
と
が
き

T suboniwa 坪庭は、窓がなく奥に長いつくりをした暗い京町家に光
と風をもたらします。

ウンベルトを始めるとき、坪庭に植えた花
はな

蘇
ず

芳
おう

の木は四季折々に変化
し、花の散った初夏からは緑が美しい季節になります。地表は十年以上
の時間をかけて、苔やツタ、シダなどで覆われるようになりました。そ
こへ私は旅先で見つけた小石や散歩の途中に拾った陶磁器の破片をぽつ
ぽつと置き続けています。雨が降ると、たくさんの雨粒が花蘇芳の葉を
伝ってころころと落ちてゆく様子を楽しめます。それはまるで五線譜に
書いた音符が譜面から飛び出して、それぞれの音を奏でているかのよう。

坪庭と店の小上がりをゆるやかにつなぐ縁側（濡れ縁）
を作ったのは、ちょうど今から一年前のことです。同時に、
朽ちかけていた水屋も改装しました。テーマは「雨音」。雨
の日がつづくとどうしても気持ちは沈みがちになりますが、
敢えて雨の音に耳をかたむけてもらえる場所を店内に作ろ
うと思い立ったのがきっかけです。でもいま改めて考える
と、音楽家の故坂本龍一さんが、雨の日は自宅の窓を開け
て耳を澄ましているという習慣にも影響されたのだと思い
ます。亡くなられてから知ったことでは、闘病中の病室で
坂本さんは雨音の動画を探して流されていた時期もあった
そうです。
ところで先日、縁側に腰掛けて過ごされたお客さまが

「陶片に住まいが与えられていますね」とおっしゃった言葉
にすこし驚き、じわじわとうれしくなりました。のんびり
とした雨の日、ウンベルトではお茶をお出ししております。
梅雨どきも雨音を楽しみにご来店いただければ幸いです。

前号、伊野孝行さんの連載で紹介されていた『神の
道化師、フランチェスコ』を目黒シネマで（おそら
く都内では最後の上映）。彼らの無邪気な笑顔があ
まりにもまぶしくて、思わず目を背けたくなる。明
るいラストシーン。モノクロ映像なのに、木々の若
葉の色、さわやかな空の色が見えてきそう。Eテレ
「こころの時代」〈ヴィクトール・フランクル それ
でも人生には意味がある〉毎月の放送をたのしみに

E.Mori

タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）

29

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  
Textiles & Objects店主。学生時代にテ
キスタイルを学ぶため、デンマークへ留
学。帰国後、古美術店に勤めたのち
2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通御幸町西入達磨町588-1



たんげ・きょうこ　名古屋生まれ。愛知県立芸術大学デザイ
ン科卒業。TIS会員。2012年講談社出版文化さしえ賞。新聞、
書籍、雑誌、パッケージ、広告、webなど幅広く活動中。トキドキ漫画❸ 丹下京子
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息
子
が
読
み
た
か
っ
た
の
は
「
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド

X
」
と
「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
く
ん
」
と
「
ス
プ
ラ
ト

ゥ
ー
ン
」。
ど
れ
も
玩
具
か
ゲ
ー
ム
が
元
に
な
っ
て

い
る
話
。
ふ
ー
ん
、
こ
う
い
う
の
が
お
も
し
ろ
い
ん

だ
。
う
し
ろ
の
方
に
、「
ド
ラ
え
も
ん
」
が
載
っ
て

い
た
の
で
、
ほ
っ
と
す
る
。

「
も
う
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
い
ら
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
て
、
驚
く
。
夜
、
一
緒
に
布
団
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

な
が
ら
息
子
は
コ
ロ
コ
ロ
を
読
み
、
私
は
私
で
本
を

読
む
。「
僕
も
う
寝
る
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
部
屋
の

電
気
を
消
し
て
、
枕
元
の
小
さ
な
照
明
だ
け
に
す
る
。

「
寝
る
瞬
間
は
、
お
母
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
い
た
い

か
ら
、
な
ん
で
も
い
い
か
ら
声
に
出
し
て
読
ん
で
く

れ
な
い
？
」
と
モ
ゾ
モ
ゾ
言
う
。

本
当
に
な
ん
で
も
い
い
ら
し
い
の
で
、
い
ま
私
が

読
ん
で
い
る
『
三
体
II 

黒
暗
森
林
』（
劉
慈
欣
／
ハ
ヤ

カ
ワ
文
庫
）
を
音
読
す
る
。
中
華
S
F
。

「
…
智ソ

フ
ォ
ン子

の
人
類
に
対
す
る
主
な
脅
威
は
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
物
理
実
験
に
お
い
て
エ
ラ
ー
と
混
乱
を
…
」

や
が
て
聞
こ
え
る
、
寝
息
の
リ
ズ
ム
。
し
っ
か
り

眠
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
、
わ
た
し
は
も
と
の
黙

読
に
戻
る
。

学
校
に
入
学
し
て
三
日
目
の
朝
。
自
宅
の
前

の
道
路
ま
で
出
て
、
息
子
を
見
送
っ
た
も
の

小の、5
分
後
に
泣
き
な
が
ら
帰
宅
。

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
顔
を
し
て
、「
途
中
で
こ
わ
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
泣
く
。
言
葉
を
つ
く
し
て
励

ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
一
口
か
じ
ら
せ
た
ら
、
少

し
元
気
が
出
て
き
て
「
行
く
」
と
言
う
。

10
分
ほ
ど
遅
刻
し
て
、
一
緒
に
校
門
ま
で
行
く

と
、
校
長
先
生
が
立
っ
て
い
る
。
先
生
は
何
も
聞
か

ず
「
あ
ら
、
お
は
よ
〜
」
と
息
子
の
手
を
と
り
、「
教

室
行
こ
う
か
」
と
玄
関
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

ず
っ
と
見
て
い
た
か
っ
た
け
ど
、
ま
わ
れ
み
ぎ
し

て
家
に
戻
る
。
さ
っ
き
ま
で
胸
に
張
り
つ
い
て
い
た

動
揺
が
、
春
風
に
ふ
き
流
さ
れ
て
、
ポ
カ
ン
と
す

る
。
ポ
カ
ン
の
気
持
ち
の
ま
ま
帰
宅
し
て
、
わ
た
し

も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
か
じ
っ
た
。

あ
か
ば
え
・
は
る
な
　
1
9
8
5
年
、
長
崎
県
生
ま
れ
。

愛
知
県
立
芸
術
大
学
卒
業
。
2
0
1
0
年
ビ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
入
社
。
2
0
1
7
年
9
月
出
産
。
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
は
、
わ
た
し
の
ひ
み
つ
道
具
。

小
学
生
に
な
っ
て
2
ヶ
月
が
す
ぎ
た
。

時
々
「
学
校
行
き
た
く
な
い
な
〜
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
。
た
い
て
い
月
曜
日
か
金
曜
日
。「
な
ん

で
5
日
間
も
学
校
に
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」

と
言
う
。「
休
み
は
3
日
ほ
し
い
」
ら
し
い
。

6
月
は
祝
日
が
な
い
か
ら
大
変
だ
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し

な
が
ら
も
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
家
を
出
て
い

く
。
帰
っ
て
く
る
と
「
あ
〜
疲
れ
た
〜
」
と
ソ
フ
ァ

で
だ
ら
け
て
い
る
。

「
な
ん
で
学
校
は
毎
日
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」

と
訊
か
れ
て
迷
う
。
正
し
い
答
え
が
わ
か
ら
な
い
。

あ
る
日
、「
コ
ロ
コ
ロ
コ
ミ
ッ
ク
」
を
読
ん
で
み

た
い
と
言
わ
れ
て
、
隣
町
の
本
屋
に
買
い
に
い
っ

た
。
7
7
0
円
。（
高
い
〜
！
）
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